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要旨 ： フ レ ッ シ ュ コ ン ク リートの 単位 水量 の 迅速推定法 と し て，乾燥炉を用い た加 熱乾燥法

とエ ア メ ータを用 い た単位容積質量法をと りあげ，室内実験と現場実験 を実施 した 。 こ の 結

果，高 い 推定 精度を得る に は乾燥炉法が適 して い る こ と，エ ア メータ法 は 推定精度は や や 落

ち る もの の測定が 容易で あ る こ とが明 らか とな っ た 。
こ の 結果 を受け て ，抜き打ち的な品質

検査 に は 加熱乾燥法 を，日常の 品質管理 に は エ ア メ ータ法を用 い る 品質管理法 に つ い て 提案

した 。
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1 ．は じめ に

　コ ン ク リー トの 強度 管理 は 一般 に 材齢 28

日 の 圧縮強度 試験で 行わ れ る 。 こ の た め ， こ

の 時点で コ ン ク リー トの 品質に 欠 陥 が 認 め ら

れ て も，す で に 構造 物 の 建造が 進捗 し て お り，

構造 物 の 大 規 模な補 修や 撤去 は 困難 で あ る 。

こ の た め ， コ ン ク リー トの 品 質を打設 直前 に

迅速 に 判定 で き る試験方法 の 確立 が求 め られ

て い る 。

　 コ ン ク リ ー
トの 強度は 主 に 水 セ メ ン ト比 に

よ っ て 決定 さ れ る 。
こ の うち 単 位 セ メ ン ト量

は 生 コ ン プ ラ ン トの 計 量 装 置 の 精度 の 向上

や ， 自動計量記録装置 の 普及 に よ っ て 比較的

容易 に 確認 で き る 。一方，単位水量 の 把握 は

容易 で は な い 。 単位水量 は コ ン ク リ
ー

ト練 り

混 ぜ 時に 投 入 さ れ る 計 量 水 量 に 骨材 の 表 面水

量 を加 え た もの で ある が ，骨材 の 表 面 水 量は

変動 しや す く ，
そ の 真の 量 を的確に 求 め る こ

と が 困難 な た め で あ る 。 ま た ，骨材粒度の 微

妙 な変化 が コ ン ク リ
ー

トの フ レ ッ シ ュ 性状に

与 え る影 響を補正 す る 目的 か ら，骨材の 表面

水量 の 値 を人為的 に 操作 して 投入 水 量 を修正

す る こ と もあ り，練 り混 ぜ に 用 い ら れ た 真の

単位水量は 明確 で な い 場 合 が あ る 。こ の た め ，

単位水量 を正 確に 求め るた め の 試験法 の 確 立

が 重要で あ る 。

2 ，目的

　 フ レ ッ シ ュ コ ン ク リー トの 単 位水量 を推定

す る方法 と し て こ れ ま で 数多 く提 案 され て き

た試験 方法
” 1］1）

の 中か ら，原理 が 比較 的単 純

で 誤差要因が 少な く，現場へ の 適 応性 が 高い

と考 え られ る方法 と し て 乾燥 炉 を用 い た加 熱

乾燥法 （以 下，乾燥炉 法 と い う ）と，エ ァ メ

ータ を用 い た単位容積質量法 （以 下 ，エ ア メ

ータ法 と い う ）を と りあげ，そ の 推定精度 と

特性 に つ い て 整 理 す る 。 ま た，各測定手法 の

特性 を生 か し，現 場 に お い て 有効な品質管理

法 に つ い て 提案す る こ とを目的 とす る 。

3 ．室内実験

3．1 コ ン ク リー ト配合お よび材料 物性

　 コ ン ク リー ト配合は．まず，表 一 1 に 示す よ

う に 粗 骨材 の 最 大寸法 を 20mm と し，単位水量

153 〜 173kg！mi の 範囲で 5 つ の 中強度 の 配 合

（水セ メ ン ト比 40 〜 67 ％ ）と， 1 つ の 高強 度

の 配 合 （水 セ メ ン ト比 25 ％ ）を設定 し た 。 次

に ，中強度の 各配 合 に対 し て 水量 の み を意識 的

＊ 1 建設省 土 木研究所材料施 工 部 コ ン ク リー
ト研究室　研究員　 （正 会員 ）

＊2 建設省 土 木研究所材 料施工 部 コ ン ク リ
ー

ト研究室　室長　工修　 （正 会員）
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表
一 1 　 コ ン ク リ ー ト の 配 合

ケ
ー
又

骨材最

大寸法

（mm ）

ス ラ

ン プ

（cm ）

水セメ

ント比

（％

細骨

材率

（％ ）

ワ 它 声＝
こL 爪

量

（％ ）

単位量 （kg加
：b コンクリ

ー
ト単位容

積質量（kg／m3） 備　　考

水 セメント 細
晶

材 粗
息

材 含Air 除Air

1201850445 ．517434776099322752407

H201250445 ．51643287781 〔）1722862419

皿 20567484 ．515423191210152312242 ユ

中強度の 配 合

　左 記 の 基 本 配 合 に 対 し て、

　セ〃 ト水比 が一〇．125 ．−0 ．25 ，

　 ＋0 ．125 だ け 変化 す るよ うに

　水 畢を操 作 し た 配 合 を設定

N20550445 ．5154307797104323012434

V20540425 ．5154384735104223152449

顎 202625432 ，016064 び 69394624402489 高強度 の 配合

＊ は低熱ボル トラ ン ドセ メ ン ト、他の配合は 普通ボル トラ ン ドセ メ ン ト

　　　　　　　　　　　　 表
一2　 コ ン ク リ

ー
ト材 料 の物性

セ メ ン ト 普通ボル トラ ン ドセ メ ン ト 密度 ： 3．221cm5 比表面積 二 3，320cmz1

低熱ボル トラ ン ドセ メ ン ト 密度 ： 3、211cm
’

比表面積 ： 4，070cm21
水 水道水 密度 ： 1．00cm 画

細骨材 大井川産河床砂 密度 ； 2．61cm
等

吸水率 ； 1．06 ％

粗骨材 粒径 5−13mm 密度 ： 2．67cm
‘

吸水率 ： 0．72 ％笠間産

硬質砂岩 粒径 1320mm 密度 ： 2．67g〆cm
弖

吸水率 ： 0．48 ％

に 増加 （ま た は 減少 ）させ た 配 合 を設定した 。

設 定 し た配 合 は 合計 で 20 配 合で あ る 。

　 ま た ，コ ン ク リー ト材料 の 物性 を 表
一2 に 示

す 。こ の 中で ，セ メ ン トの 密度に つ い て は，JIS

A 　5201 に 鉱 油 を使用 し た測定法 が規定 され て

い るが ，表一 2 に は 鉱油 の 代わ りに 水 を使用 し

た場 合 の 値 を示 して い る 。 こ れ は実際 の 練 り混

ぜ で水 と 混 合 され た と きの セ メ ン トの 見か け の

密度は JIS　A 　5201 で 得 ら れ る値 と は 若干異な る

た め で 、単 位容 積 質量 か ら単 位水量 を推 定す る

場合の 誤差要因 と な るた め であ る 。

3．2 実 験方法

3．2．1 乾燥炉 法 の 概要

　乾燥炉法は フ レ ッ シ ュ コ ン ク リー ト中の 水分

を加熱 乾燥 に よ っ て 完全 に 蒸発 さ せ ，乾燥 前後

の 質量 差 か ら単 位水量 を推定す る方法 で あ る 。

た だ し，フ レ ッ シ ュ コ ン ク リー ト中の 水分と し

て は 単位水量 の 他 に 骨 材中の 吸 水量が あ る た

め，乾燥に よ っ て 減 少 した質量か ら骨材中の 吸

水量 を差 し引 い た残 りが単 位水量 と な る 。

　乾燥炉は 蓄熱版 を耐熱 レ ン ガ で 覆 っ た 単純 な

構造 の もの で ，実験で は 炉 内温度を 600 ℃ ，乾

燥 時 間 を 10 分間 と し，骨材 中 の 水分 ま で完 全

に 蒸発さ せ る こ と と した 。

　乾燥炉法に 供す る 試料 として は ，コ ン ク リー

ト試 料 （1，000cc）を直 接 用 い る 方法 と，ウ ェ ッ

トス ク リー ン モ ル タ ル （600cc）を用 い る 方法 を

比較 した 。 な お ，コ ン ク リー
ト試料 を直接乾燥

す る場合に は粗骨材採取量 の バ ラ ッ キ の 影響が

無視 で きな い た め ，乾燥 後 の 試 料 を フ ル イ 上 で

水洗 い す る こ と で 粗骨材 を抽出 し，採取量 の 変

動の 影響を補正 し た。

3．2．2 エ ァ メ ー
タ法の概 要

　 コ ン ク リー
トの 配合 が 変化すれ ば そ の 単 位容

積質量 も変化す る 。 こ の 原理 を利用 し て 単位容

積質量 か ら単位 水量 を推 定 す る 。

　 表
一 1 の コ ン ク リー

ト配 合の 中で ，単 位 水量

が 異な る 1， ［， 晒 己合を比 較す ると，単位水

量 が 10kg！m
’

変化す る こ と に コ ン ク リー
トの 単

位容積質量 は 11 〜 15kg！m
’

程 度変化 し て い る 。

こ れは 水 の 密 度 が他 の 構 成材料 の 密 度 よ り著 し

・く 小 さ い た め で あ り．単位 水量 の 変化 は コ ン ク

リー
トの 単位容積質量 に 反映さ れ る 。

　 また，表
一1 に は コ ン ク リー

トの 単位容積質

量 の 値 と し て ，空気量 を含む値 と、空気量 を除

い た 値を示 して い るが，空気量 が コ ン ク リ
ー

ト

の 単位容積質量 に 与え る影 響は 非 常 に 大 きい 。

　 こ の ため，コ ン ク り一 トの 単位容積質量か ら

単位 水量 を推定 す る場 合 に は，コ ン ク リ
ー

ト試

料の 容積，質量 に 加 えて空気量 を精 度良 く測定
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す る必 要が あ る 。
エ ァ メ

ー
タは こ れ ら全て の 測

定 に 適 した試験機器 と い え る 。 本 来は空気量 を

測定 す るた め の 装置 で あ る が ，容器 の 容積が 既

知で ある か ら， こ れ に 加 え て 試料 質量 を測定 す

るだ け で コ ン ク リー
トの 単 位容積質量 を簡易 に

求 め る こ と が で き る 。

　実験 に 使 用す る エ ア メ
ータ は作業性 に 優れ ，

広 く普及 し て い る ワ シ ン トン 型 エ ア メ ータ と し

た 。 測定方法は JIS　 A 　 1128（圧 力に よ る空気 量

測定法 ）に 示 さ れ る 注水法に 従 っ て 空気 量 を測

定 し，容器 に 詰め た コ ン ク リ
ー

ト質量 と，注水

時 の 注 水質量 を測 定した 。 コ ン ク リー トの 容積

は エ ア メ ー
タ の 容器容積 と基本的に

一
致す る と

考え て良 い が，注水質量 を測定 す る こ とで コ ン

ク リート容積を さ らに 精 度 良 く求 め る方法 （以

下， こ の 方法 を注 水補正 と い う）を試み た 。

　 ま た，測定終了 後の コ ン ク リー ト試料は 5mm

フ ル イ上 で 洗 い 出 しを行 い ，粗骨材採取量の 変

動 の 影 響に つ い て も調査 し た 。

3．2．3 実験ケ
ース

　上記の 各方法 に よ り，3．1項 で決定 した 20 配

合 の コ ン ク リ
ー

トに 対 し，練 り上が り直後， 1

時間経過後， 2 時間経過後に 測定 を実 施 し，単

位水量を推定 した 。

3．3 単位水量の 推定式

3．3．1 乾燥 炉法 の 推定式

　単位水量以 外 の 材料 が示方配 合通 りに 配合 さ

れ て い る と仮定 し，以 下 の 推定式を提案した 。

（1）コ ンク リート試料 を乾燥 す る場合

W −
（Mi

− M2 − Glx　i。。警Q 、
）・

　　　　　 M 、
− Ww − Ws − 1晦

　　　　　　　　　　　　　　　 一 Ws 　 （1 ＞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Mm2
こ こ に ，

　 W ： 推 定 単位水 量 （kgtrni）

　 Ml ： 加熱乾 燥 前 の 試料 質量 （kg）

　 Mz ： 加熱乾燥後 の 試料質量 （kg）

　 Gl ； 試料中の 粗骨材の 表 乾質量 （kg）

　 Qg ： 粗骨 材 の 吸水 率（％ ）

　 Mc ： 配 合上の コンクリートの 単位容積質量 （kg〆m
’

）

　 1怖 ： 配 合上 の 単 位水量 （kg！m
’

）

JVs： 配合上の 細骨材 の 吸 水量（kgXm
’

）

碕 1 配合上の 粗骨材量（kgtm
’

）

MmZ ： 加 熱 乾燥後 の モ ル タ ル 質量 （kg）

　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 Qg
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　 （2）　　 Mm2 ＝ M2 − Gl × （1 −
　　　　　　　　　　　　 100 ＋ Qg

  ウェットス列
一
ンモル外 を加熱 乾燥 す る場合

va − （M ，
− M ・）・ 竺 甼

一 Ws

（3）

3．3．2 エ ア メ ータ法 の 推定式

　い ま ， 空気量 を除い た コ ン ク 1丿
一

ト試料 の 単

位容積質量 を r ・ と し， こ の 配 合 の 水量 が 本来

の 単位水 量 よ り W ’

だ け多か っ た とする 。
こ の

W ’

は次式で 表さ れ る 。

　　　　 o ・（1000 − Air ）
− 10GO × 　 c

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （4＞w 「＝
　　　 　　 　　 　 1

，
000 −

ro

こ こ に ，

　 W ’
： 余剰水量 （kg ）

　γ 。 ： 実験 か ら得 られ る空 気 を 含 まな い 試料

　　　 の 単位容積質量（kglm
｝

）

　γ ・ ： 配 合上 の 1m3 当た りの 質量 （kg／mS ）

　 Air ： コ ン ク リー
ト配合上 の 空気量 （4m

’

）

　式 （4）の 値に 配合 上 の 単 位 水量 を加 え た 値

を推定 単位水量 と す る 。

　な お ， 式 （4）中の γ ・ の 算 出方法 は 以下 の と

お りで ある 。

　　・ ・
一

。 、（1 一誓、r1／ 、。。） 　 （・）

　 こ こ に，

　　M ， ； コ ン ク リー ト試料 の 質量 （g）

　　 V ，
： コ ン ク リ

ー
ト試料の容積 （t）

　　　　　　　 Vl ；試料容器の 容積

　　　　 ま た は VI＝（Ve− W 且）

　　 Ve 二 蓋 をか ぶ せ た 容器 の 全容積 （e ）

　　 確 k ： 注水量 （の

　　Ain ： 測定空気量 （％ ）

3．4 実験結果

　各手 法 に よ っ て得 られ る推定単位水量 を真の

単 位水 量 に 対 す る百 分率で 示 した結果を図
一 1

に 示す 。 こ こ で 、乾燥 炉法 （コンク　il− 1試料 ）の 高強
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度配合の 結果 を除 くと，い ず れ の ケ
ース で も単

位 水量 の 推定 値は練 上 りか らの 時間の経過に 伴

っ て 除 々 に 低下 して い く傾向を示 し て い る が ，

こ れ は 過去 の 実験結果
」｝

か ら放置中 の 水 分蒸発

の 影響と考え られ る 。 時間経過 に 伴 う デ ータ の

バ ラ ッ キ幅 の 変動 は 見 られ な い 。

　各手法の 推 定精度 と特徴 を 以 下 に 述べ る。

3．4．i 乾燥炉法 （コン列
一
ト試 料）の 結 果

　図
一 1 （1｝か ら 分か る よ う に ．中 強度配 合 と

高強度配合 とで は 結 果 が異 な る 。

　中強度配 合に つ い て は ，今回試験 した推定手

法の な か で最 も高い 推定精 度 を示 した 。 練 り上

が り直後 の 試験結 果 では，真 の 単位水量に 対す

る推定精度は 概ね ± 5kg 加
3

の 範囲で あ っ た 。

　高強度配合に つ い ては ， 時間経過 とと もに 推

定単位水量 が著 し く増 大す る傾 向を示 した 。
こ

れ は 高強度配 合で は 加熱乾燥後 の セ メ ン トペ ー

ス トの 骨材 へ の 付着 力が高 く，洗 い 出 し に よ る

粗骨 材 の 分 離が 困難な た め で あ る。

　作業時間 と し て は ，乾 燥時 間 は 10 分程 度で
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十 分 で あ る が 、乾燥後 の 粗骨材 の 洗 い 出 し作業

等 を含め る と 30 分程 度 は必要 で あ っ た 。

3．4．2 乾燥炉法（ウェットス列 一ンモルタル試料 ）の 結果

　図一 1   か ら 分か る よ う に ，中強度配 合 に

つ い て の 推定精 度 は 低 く，練 上 り直 後 の 試験で

も，推定 水 量 は 真 の 単 位 水 量 に 対 し て 平 均 で

10k9〆rn
’

程 度低 め に 出 て お り，デ
ータ の バ ラ ッ

キ の 範囲 も 0 〜− 20kg〆mS の 範囲 と 大きい 結果

と な っ た 。 こ の こ とか ら，中強度配合の ウ ェ ッ

トス ク リー
ン モ ル タ ル の性状は ，コ ン ク リー ト

中 の 本来 の モ ル タ ル の 性 状 とは必 ずし も
一致 し

な い もの と考え られ る 。

　 こ れ に 対し て 高強度配合に つ い て の 推定 結果

は比 較的 良好 で ，練 り上が り直後 の 単位水量 の

推定 誤 差 は 6kg！m3 程 度で あ り，時間 の 経 過に

起因 し た 大きな測定 誤差 も見られ な い 。 こ の 理

由 と し て は ，高強 度 配 合 で は 混 和 剤に 高性 能

AE 減 水剤 を使用 し て 高流動化を 図 っ て お り，

こ の 高 い 分散効果 に よ っ て ，均質化 した ウ ェ ッ

トス ク リー
ン モ ル タ ル が 採取で きた こ とが 考え

られ る。

　 作業時間 と し て は ，ウ ェ ッ トス ク リーニ ン グ

と乾燥時間を合わせ て 15 分程度で あ っ た 。

3．4．3 エ アメ
ー

タ法 （注水補正 あ り）の結果

　図
一 1 （3）に 示す よ う に ．〔注水補正 な し ）に

比較す る と（注 水補正 あ り）の 推定精度 は高 く，
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図
一1　 各推 定手法 によ っ て得られる推 定単位水量
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練 り上 が り直後 の 試験 結 果 で は，真 の 単 位 水量

に 対する推定精度は概ね ± 7kg ／mS の 範囲 で あ

っ た 。

　 ま た，図
一 2 に 示す よ うに ，エ ア メ ータ法は

乾燥炉法 に 比 較 して容積が 7 リ ッ トル と大き い

た め に，粗骨 材採取量 の バ ラ ッ キ の範囲 は小さ

く，粗骨 材量 の 補正 の 有無 が単位水量 推定 精度

に 与 え る影響は ほ と ん ど 認 め られな か っ た 。

　 測定作業 と して は ， 空気量の 測定作業に 加 え

て 2 回 の 質量 測定 を行 うだけ で あ り， こ の 質量

測定 に 要 し た 時間 は 1〜 2 分 で あ っ た 。

3．4．4 エ アメ
ー

タ法 （注水補 正な し｝の 結果

　図 一 1 （4）に 示 す よ う に ，（注 水補 正 あ り）に

比較 し て推定 精度 は 低下 し て お り，練 り上 が り

直後 の 試験結果 で は ，真 の 単位水量 に 対す る推

定 誤 差は概ね ± 10kgfm
’

の 範 囲で あ っ た。

　測定作業 と しては，空気量 の 測定作業に加 え

て 質量を 1 回測定するだけ で あ り， こ の 質量 測

定 に 要した時間は 1 分以内で あ っ た 。

4 ．実施工 で の 単位水量推定法の適用例

　 実施 工 に お け る生 コ ン ク リー トの 単位水量の

推定に 乾燥炉法 と エ ア メ ー
タ法 を適 用 した例 を

図
一 3 に 示 す Q こ こ で は ， 乾燥炉法は 約 2kg

の コ ン ク リー
ト試料を加熱乾燥 し，乾燥 後 の 試

料 を洗 い 出 し て粗骨材 量の 補正 を実施 し た 。ま

た ，エ ア メ ータ 法 は 無注水法 に よ っ て空気量 を

求 め る とと もに ，質量 を測定 した Q なお、図
一

3 に は材齢 28 日の 圧縮強度か ら推 定 した単位

水量の 値 を合わ せ て 示 し た 。 こ の 値は 生 コ ン エ

場 で の 実 績 か ら得 られ る強度 と水セ メ ン ト比 と

の 関 係式 を用 い て求 め た も の で ある 。

　示 方配 合 上 の 単 位水 量 は 135kgfm’ で あ る 。

練上 りか ら現場到着まで は 30 分以 内で，そ の

間 の 水分 蒸発 の 影響は少な い と考え られ る 。

　乾燥炉法 か ら得 られ る推定 単位水量の 値は圧

縮強度か ら得 ら れ る 推定単位 水量 に 比較 して 一

様 に 約 10kg！m
’

程度高 い も の の ，双方の グ ラ フ

の 増減傾向は非常 に 良 く
一

致 し て い る 。 推定単

位水 量 の 絶 対値 と して，どち らの 推定 値 が正 し
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一2 試料量と粗骨材採取量 の パ ラツキの 関係
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図 一3 実施 工 に おける単位水量推定実験の 例
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い か を検証 す る こ と は で きな い が ，乾燥炉法に

よ る推定値が 生 コ ン ク リー
トの 単位水量 の 増減

を的確 に 捉え て い る こ とは 確か で ある 。

　
一方，エ ア メ ー

タ法 か ら得 られ る推 定単位水

量の 値は ，他の 2 つ の 推定値 か らは大 き くかけ

離れ，か な り少な い 推定単位水量 とな っ た 。 こ

の 理 由 と して は ，
エ ア メータ法は コ ン ク リー

ト

の 単位容積質量 か ら単 位水量 を推定 す る方法で

あ る が ， コ ン ク リー
ト質量 の 大半は 骨 材が 占め

て お り， 単位水量 の 占め る割合は わずか で ある

こ と か ら，骨材 密度 の わず かな測定誤差 が ，推

定 単 位水 量 に 大 き な 影 響を与 え る。 こ の た め ，

エ ア メ ータ法は 単 位水量 の 絶 対値を求 め る 方法

と して は必 ず しも適 し た方法 とは い え な い 。 た
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表
一3 　 各 試 験 法 の 得 失

推定精度

測　定 　方　法 中強度配 合 高強度配合

作業

時間 備　　考

乾燥炉法 コ ン ク リート試料 高い 低い 30 分
ウェッ トスクリーンモル舛試料 低い 高い 15分

電源が必要

炉 の 余熱、冷却時間 が 必要
エアメータ法 注水法（注水補正 劫 ） や や 高い 2 分 絶対値の 推定に は 不 向き

無注水法 （注水補正 なし） やや低 い 1 分

表一4　 フ レ ッ シ ュ コ ンク リートの単位水量の品質管理法の 提案

位置 づ け 対　象 試 験 方 法 試験の頻度

中強度配合 乾燥炉法（コ ン ク リー
ト試料） 随　時　 品質検査

（抜き打ち検査 ） 高強度配合 乾燥炉法 （ウェ ットスクヂ ンモル舛 試料 〉 随　時

日 々 の 品 質管理 重要構造物 エ ア メ
ー

タ法（注 水法） 空気量測定頻度と
一一

致

一般構造物 エ ア メータ法（無注水法） 空気量測定頻度と一致

だ し，骨材 の 密度 が 急激 に 変動 す る可能性は低

い の で，バ ッ チ 間 の 単位水 量 の 変動 を相 対的 に

捉え る方法 と し て 有効と考 え ら れ る 。図
一3 に

お い て も，デ ータに バ ラ ッ キ はあ る もの の
， 前

半の 1 〜 5 バ ッ チ の 単位水 量 は 少 な く，後半に

い くに 従 い 単 位 水量 が増加 し て い る 傾向 を，概

略的 に 捉え て い る 。

　 なお ，実 施工 で は 骨材 の 計量 誤差 な ど．室 内

試験 に は無 い 誤 差要 因が 含 まれ ， こ れ らが単位

水量の 推定 精度に 与え る影響に つ い て は 今後の

検討課 題 であ る 。

5 ： 現 場で の合理 的な 単位 水量測 定法 の 提案

　上記 の 各試験結果 か ら各試験方法 の 得 失を整

理 す ると表 一3 の よ うに な る 。 こ れ か ら判 るよ

うに，現状で は ，精度の 高 い推定 を行 うに は そ

れ な りの 装置 と 手間 （時間 ）が必 要であ る 。

一

方，高 い 推定精度は 期待で きな い もの の ，エ ア

メ
ー

タ 法 の よ う な 手 間 の か か ら な い 方法 で あ れ

ば，日常 の 施工 管理 に 適応 で きる可能性 が 高 い Q

　 そ こ で ， こ れ らの 各手法 の 得失を考慮 し，抜

き打ち 的 な 品質検査 と 日常 の 施工 管理 に 分け

て，表一4 に 示す よ うな品質管理法 を提 案す る 。

6 ．ま とめ

（1）乾燥炉法は単位水量を比較的精度良 く推定

　す る こ とが 可能で あ る。

（2）中強 度の 配合 に 対 しては，コ ン ク リ
ー

ト試

　料 を加 熱乾燥 し，乾燥後の 試料をフ ル イ上で

　洗 い 出す こ とで粗骨材量 を補正 す る方法 が適

　 して い る 。

（3）高強度 の 配合に 対 し て は ウ ェ ッ トス ク リー

　 ン モ ル タ ル を加 熱乾燥す る方法が適 して い る

　 と 考 え ら れ る 。

（4） エ ア メ ータ法は 空 気量 の 測定 の 際に コ ン ク

　 リー ト質量 を測 定す るだけ で，手 軽 に 単位 水

　量 の 推定が 可能で あ る 。

（5） エ ァ メ ー
タ法 で は 注水 法 に よ り空気 量を測

　定 し， コ ン ク リー ト試料容積を注水量で補正

　す る こ とで，単位水 量 の 推定精度 を高め る こ

　 とがで きる 。

（6）エ ア メ ータ法は 単位水量の 絶対値を求め る

　方法 とし て は精度が 低 く，バ ッ チ 間の 相対的

　 な変動 を捉 え るうえ で有効 で あ る 。

（7）以上の 見知 をもと に ，抜 き打 ち的 な品質 検

　査 に は乾燥炉法を ， 日常 の 品質管理 に は エ ア

　メ ータ法 を用 い る品 質管理法 に つ い て提案 し

　 た G
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